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スクリュ ー固定式アバットメントによる

上部構造の製作



スクリュ ー 固定
（嘩·麟
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J 

スクリュ ー固定式

アバットメントの特徴・規格

1.1 スクリュ ー リテンドアバットメントの特徴

◇スクリュ ー リテンドアパットメントは、 単独歯欠損 、 多数歯欠｝員に対応するスクリュ ー 固定式専用のアパッ

トメントです。

◇ハイジ ー ンスクリュ ー スクリュ ー リテンドタイプをスクリュ ー リテンドアパットメントに装沼することに

より、 粘膜組織の治癒に利用することが出来ます。 また、 最終補綴物装箔までのアパットメント、 ネジ部の

保護にも有効です。

◇スクリュ ー リテンドアバットメントは、 粘膜貝通部の高さを各種設定しております。 粘膜の状慈• 厚みに応

じて選択して下さい。

2.1 スクリュ ー リテンドアバットメントの規格

◇粘膜貝通部の高さは、 1-6mmまで1mmおきに設定し、 インプラントボディの直径にあわせて、 各種用意し

ております。

プィ夕
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V

規格のタイプは粘膜円通部の志さを表しております。

粘膜日通部の高さ

00mm 
スクリュ ー リテンド

アバットメントタイプ00



スクリュ ー 固定
（特徴・規格）

3.1 スクリュ ー リテンドアバットメントの関連製品

◇粘膜治癒 ◇印象採得
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ハイジー ンスクリュ ー トランスファ ー キャップ トランスファ ー キャップ トランスファ ー キャップ
スクリュ ー リテンドタイプ スクリュ ー リテンド フィクスドスクリュ ー スクリュ ー リテンド

ヘクスタイプ フリー タイプ

◇模型製作 ◇上部構造製作

） ＼ 
I 1 

スクリュ ー リテンド ゴ ー ルドシリンダ ー キャスタブルシリンダー キャスタブルシリンダ ー

アパットメント スクリュ ーリテンド スクリュ ーリテンド スクリュ ー リテンド

メタルアナログ フリー タイプ ヘクスタイプ フリ ー タイプ

ス ー パ ー ストラクチャー

フィクスドスクリュ ー

玲＾、�,'·y''グ

技工用リーマ ー インテリジェントレンチ

◇固定術具

クロストルクドライパー ヘクストルクドライパ ー クロス ドライパ ー

（撤去用）
ヘクス ドライパ ー

（撤去用）
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スクリュ ー 固定
（単独歯知屁

2l

単独歯欠損の術式

1. アバットメントの選択

2._ 

c-:, 

第2次手術前に、 粘膜の厚みを確認しアパットメントをご選択下さい。

第2次手術の術式

l口腔内洗浄、消毒、浸潤麻酔

2歯肉粘膜・骨膜の切開・剥離

(3)カバー スクリュ ーの撤去

ヘクス ドライパーを用いてカパースクリュ ーを取り外します。

邑カ パ ー スクリュ ー の上に骨ができて 外せ
ない場合がありま す。その際は ラウンドド
リルにて件を除去して下さい。

匠ドライパ ーを強めに差し込むことで把持され、
落下防止になります。

④ スクリュ ーリテンドアバットメントの装沼

インプラントボディ内部を十分に洗浄したのちスクリュ ー

リテンドアパットメント をインプラン トポディに 装沼し、
アパッ トメント フィ クスドスクリュ ー をクロス トルク
ドライバ ーにて固定します。

匠スクリュ ーをドライパ ーに付ける際は、アパ
ット メントにスクリュ ー を入れ 、 ドライパ
ーを差込む方法が便利です。

邑 トルクをかける際にはインテリジェントレン

チにてアバソトメントを把持します。

邑トルクドライパーにより15N ・ cmで固定され ま
す

邑アパッ トメントとインプラントポディが適合
しているか、デンタルX線にて 確認して下さ
し＼

゜
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スクリュ ー 固定
（単独歯欠損）

⑤ハイジ ーンスクリュ ー の連結

粘膜の 治癒中に粘膜がマ ー ジンに上がってこないように、ま
た 、 ねじ の保護のためにハイジ ーンスクリュ ー スクリュ ーリテ
ンドタイプをヘクスドライパー にて連結します。

旱連結時は強く締めすぎないように注意します。

⑥縫合

良好な粘膜治癒 が行われるように 、 粘膜の形態を整えて縫合
します。

3.1印象採得・模型の製作

①スナップ印象
粘膜が治癒した時点で、各個トレ ー製作 のため のスナップ印象
を採得します。

邑 /\イジ ーンスクリュ ー を装沼した状態を 印象
するか、より正確な各個トレ ー を製作するた
めには 、 トランスファ ー キャップスクリュ
ーリテンドヘクスタイプを装沼した状態での
印象 をお勧めします。

②各個トレ ー の製作€四曰D
研究模型上の残存歯およびトランスファ ー キャップスクリュ
ーリテンドヘクスタイプを取り込む印象域に、パラフィンワ
ックス1-2枚程度を圧接し 、 印象スペ ー ス を確保します。そ

の後 、 トレ ー レジン を用い通法により各個トレ ー を作製しま
す。ただし 、 咬合面側にはトランスファ ー キャップ フィク
スドスクリュ ー の操作孔を開けます。

③トランスファ ー キャップの連結
ヘクスドライパー にてハイジ ーンスクリュ ー を取り外します。
アパットメントにトランスファ ー キャップスクリュ ー リテ

ンドヘクスタイプを装沼し、トランスファ ー キャップフィ
クスドスクリュ ー にてネジ固定します。

邑連結時は強く締めすぎないように注意します。

④印象採得

シリコ ーンラパ ー 印象材を用い、あらかじめ用意した個人
トレ ー で印象採得 を 行います c その時 、 トランスファ ー キ
ャップフィクスドスクリュ ー がトレ ー の開口部に適合して
いることを確認します。採得後はトランスファ ー キャップ
フィクスドスクリュ ー を完全にゆるめてからトレ ー を口腔
内から撤去します。
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スクリュ ー 固定
（単独歯欠損）

⑤模型 の製作
スクリュ ーリテンドアパットメント メタルアナログを印象内
のトランスファ ーキャップスクリュ ー リテンドヘクスタイプ
に装貯し、トランスファ ー キャップフィクスドスクリュ ー に

て固定します。その後、超硬石膏を注入して模型 を製作します。

邑アナログを装貯 する際 、 マ ー ジン付近の印
象材を挟み込まないように十分注意して下
さい。

⑥模型の完成

石畜硬化後、 トランスファ ー キャップフィクスドスクリュ ー

を取り外し作業模型が完成します。

⑦咬合採得

咬合が安定している場合は、通法に従ってチェックパイト を
とります。

咬合が不安定な場合は、咬合床を製作します。

4.1上部構造の製作

上部構造の製作は、キャスタブルシリンダ ー を用いた鋳造法とな
ります。
この方法についてご説明します。

①キャスタブルシリンダ ー の連結 Gmt

スクリュ ーリテンドアパットメント メタルアナログにキャスタ
プルシリンダ ースクリュ ー テンドヘクスタイプをス ーパ ースト
ラクチャ ー フィクスドスクリュ ー にて固定します。

②ワックスアップGmt

対合歯と のクリアランス に応じてキャスタブルシリンダ ー を
カットしワックスアップを行います。歯冠形態を回復し補綴
物の形態を確認して下さい。前装する場合はカットパックし
てフレ ー ム形態を形成します。ワックスパタ ー ン を取り外し
た後 、 アクセスホ ール内などにワックスが迷入していないか

確認します。

匠必要があれば技工用リー マ ー にて除去します。

③メタルフレ ー ムの製作€国曰D

メタルフレ ー ムを通法に従い製作します。

匠メタルフレ ー ムには

· 陶材焼付用合金 KIK ジースリー
KIK エイプル
KIK ウイング

・フルクラウン PGA21 

を使用します。
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スクリュ ー 固定
（叫蝙対紛

④メタルフレー ムの試適

口腔内に試適し、違和感・疼痛の発現や適合の確認をします。
このときマ ー ジンのカウントゥア ーの確認をします。

⑤上部構造の完成 &1£1国》

メタルフレーム に陶材の前装を行い完成します。

⑥上部構造の装焙

上部構造 をアパットメントに装静し、接触点と咬合の調整を
行います。
その後 ス ー パ ー ストラクチャ ー フィクスドスクリュ ー を
ヘクス トルクドライパー にて所定のトルクで固定します。

邑アクセスホ ー ルはねじ上部をストッピング等
で保護し、さらに耐久性や操作性を考慮して
コンボジットレジンなどで封鎖します。

■|アバットメントを撤去する際の注意点

アパットメントを撤去する場合は 、 クロスドライパー を用いて
アバットメント フィクスドスクリュ ー を撤去してください。
その後、アパットメント リム ー パー を時計回りに回転して 、

アパットメントを撤去します。

匝 ドライパー をアパットメント フィクスドスク
リュ ー にしっかり差し込むようにして下さい

6



スクリュ ー 固定
⑧数歯欠損）

3

多数歯欠損の術式

1」第2次手術の術式

①口腔内洗浄、消毒、浸潤麻酔

②歯肉粘膜・骨膜の切開・剥離

③カパ ースクリュ ー の撒去

ヘクス ドライパー を用いてカパースクリュ ー を取り外します。

屈戸疇ヵパ ー ス クリュ ー の上に件ができて 外せ
ない場合があります。その際はラウンドド
リルにて骨を除去して下さい

邑ドライパーを強めに 差し込むことで 把持され、
落下防止になります。

④スクリュ ーリテンドアパットメントの装沼

インプラントポディ内部を十分に洗浄したのちスクリュ ー

リテンド アパットメントをインプラントポディに 装沼し 、
アパ ットメント フィク スド スクリュ ー をクロス トルク
ド ラ イバ ー にて固定します。

匠スクリュ ー をドライパ ー に付ける際は、アパ
ット メントにスクリュ ー を入れ、 ドライパ
ーを差込む方法が便利です。

C-.:> 

匠 トルク をかける際 にはイン テリジェントレン
チにてアパットメントを把持します。

匠トルクト＾ライパ ー により15N ・ cmで固定されま
す

巨アバ；；トメントとインプラントボディが適合
しているか、デンタルX線にて確認して下さ
し＼
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スクリュ ー 固定
f多饂躙

⑤ハイジ ーンスクリュ ー の連結

粘膜の 治癒中に粘膜がマ ージン に上がってこないように、ま
た、ねじの保護のためにハイジ ーンスクリュ ー スクリュ ーリテ

ンドタイプをヘクスドライパ ー にて連結します。

匠連結時は強く締めすぎないように注意します。

⑥縫合

良好な粘膜治癒が行われる ように、粘膜の形態を整えて縫合
します。

2.1印象採得・模型の製作

①トランスファ ー キャップの連結

ヘクスドライパ ー にてハイジ ーンスクリュ ー を取り外します。
アパットメントにトランスファ ー キャップスクリュ ーリテンド
フリー タイプをヘクスドライパ ー にて装箔します。

匠連結時は強く締めすぎないように注意します。

2印象採得

シリコ ーン ラパー系印象材を用い、あらかじめ用意した個人
トレ ー で印象採得を行います。採 得後は口腔内に残っ た
トランスファ ー キャップスクリュ ーリテンドフリー タイプを
取り外します。

③模型の製作
スクリュ ーリテンドアパットメント メ タルアナログに取り
外したトランスファ ー キャップスクリュ ーリテンドフリー タ

イプを装灼し、印象内に戻します。超硬石丑を 注入して模
型を製作します。

疇マ ージン付近の印象材を挟み込まないように＋
分注意して下さい。

④模型の完成

石臼硬化後、 トランスファ ー キャップスクリュ ーリテンド
フリー タイプを取り外します。

⑤咬合採得

咬合が安定している場合は、通法に従ってチェッ クパイト を
とります。

咬合が不安定な場合は 、 咬合床を製作します。
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スクリュ ー 固定
⑧数歯燭

3.1上部構造の製作

上部構造製作にあたっては、ゴ ー ルドシリンダー を用いた鋳接法と、
キャスタブルシリンダー を用いた鋳造法があります。
ここで は 、 ゴ ー ルドシリンダー を用いた鋳接法についてご説明し
ます。

① ゴ ー ルドシリンダーの連結€四mt

スクリュ ー リテンドアパットメント メタルアナログにゴ ー ルド
シリンダー をス ーバ ー ストラクチャー フィクスドスクリュ ー

にて固定します。

匠アクセスホ ー ルの確保には 、 以下の方法が
便利です
・ス ー パ ー ストラクチャ ー フ ィ ク ス ド ス

クリュ ー の代わりにトラン ス ファ ー キャ
ッフフィクスドスクリュ ーで固定し、 ワックス
アップする方法。

・キャスタプルシリンダーのス リ ー ブ部をコ
ー ルドシリンダー に即重レジンで 固定す
る方法

匠キャスタブルシリンダー を用いた鋳造法の場
合は 、 ゴ ー ルドシリンダーの代わりにキャ
スタブルシリンダー をス ーバ ー ストラクチャ
ー フィクスドスクリュ ーにて固定 し、 以後鋳
接法同様の操作で上部構造を製作します

② ワックスアップ amlt

ゴ ー ルドシリンダー にワックス アップ を行い、歯冠形態を
回復し補綴物の 形態を確認し て下さい。前装する 場合は
カットパックしてフレ ー ム形態を形成します。
ワックスバター ンを取り外した後、アクセスホ ー ル内などに
ワックスが迷入していないか確認します。

匠必要があれば技工用リ ー マ ーにて除去します。

③ メタルフレ ー ムの製作€国日D

メタルフレ ー ムを通法に従い製作します。

邑メタルフレ ー ムには
・固材焼付用合金 KIKジー ス リ ー

KIKエイブル
KIKウインク

・フルクラウン PGA21 
を使用します。
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④ メタルフレ ー ムの試適

口腔内に試適し、違和感・疼病の発現や適合の確認をします。
このときマ ージンのカウントゥア ーの確認をします。

⑤上部構造の完成 Gm国》

必要によりフレ ー ムのろう桁を行います。メタルフレ ー ム に
回材の前装を行い完成します。

⑥上部構造の装沼

上部構造 をアパットメントに装沼し、接触点と咬合の鯛整を
行います。
その後ス ー バ ー ストラクチャ ー フィクスドスクリュ ー を
ヘクス トルクドライバー にて所定のトルクで固定 します。

声アクセスホ ー ルは、ねじ上部をストッピング
等で保護した上に、耐久性や操作性を考慮して
コンポジットレジンなどで封鎖します。

■|アバットメントを撤去する際の注意点

アパットメントを撤去する場合は 、 クロスドライパー を用いて
アパットメントフィクスドスクリュ ー を撤去し てください。
その後、アバットメントリム ーパーを時計回りに回転して、
アパットメントを撤去します。

匠 ドライパー をアパットメントフィクスドスク
リュ ー にしっかり差し込むようにして下さい。

スクリュ ー 固定
（多致歯欠損）
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